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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期
第３四半期
累計期間

第67期
第３四半期
累計期間

第66期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日

自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (千円) 2,543,558 2,505,479 3,315,165

経常利益又は経常損失
（△）

(千円) △20,255 48,083 △66,317

四半期純利益又は四半期
（当期）純損失（△）

(千円) △10,527 68,752 △58,283

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) － － －

資本金 (千円) 2,531,828 2,531,828 2,531,828

発行済株式総数 (株) 23,380,012 23,380,012 23,380,012

純資産額 (千円) 2,106,915 2,129,058 1,985,633

総資産額 (千円) 4,364,490 4,504,046 4,191,782

１株当たり四半期純利益金
額又は四半期（当期）純損
失額（△）

(円) △0.45 2.96 △2.51

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － －

自己資本比率 (％) 48.3 47.3 47.4
 

 

回次
第66期
第３四半期
会計期間

第67期
第３四半期
会計期間

会計期間
自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日

自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日

１株当たり四半期純利益
金額

(円) 0.11 1.83
 

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は四半期連結財務諸表を作成していないので「連結経営指標等」については記載しておりません。

３　第66期第３四半期累計期間及び第66期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、

潜在株式がないため、また、１株当たり四半期（当期）純損失が計上されているため記載しておりません。

　　第67期第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため

記載しておりません。

４　当社は持分法を適用する関連会社がないので、持分法を適用した場合の投資利益を記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容に重要な変更はあり

ません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて、重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

　当第３四半期累計期間（平成28年４月１日～平成28年12月31日）におけるわが国経済は、政府による経済政策や

日銀による金融緩和策を背景に緩やかな回復基調にあるものの、中国をはじめとする新興国市場の減速や英国のＥ

Ｕ離脱問題に伴う金融市場の動揺による株安や円高等により、個人消費や企業収益にも陰りが見られておりました

が、米国における次期大統領の選出および利上げを機に急速に円安、株高となり状況は急変しました。

　このような状況下、当社は安定した利益の確保を最重要課題に掲げ、売上高の確保及び材料歩留改善、生産性改

善、購入価格低減、固定費削減などの原価低減活動に注力しました。

　売上高は、鉱山土木用工具の販売は堅調に推移しましたが、引き続き中国市場における電子レンジ用部品の販売

減が響き、前年同四半期2,543百万円に対し1.5％減の2,505百万円となりました。

　損益面は、販売減を原価低減活動でカバーした結果、営業利益は41百万円（前年同四半期　営業損失26百万円）

となり、経常利益は48百万円（前年同四半期　経常損失20百万円）、四半期純利益は確定給付退職金制度の終了益

25百万円（特別利益）により68百万円（前年同四半期　四半期純損失10百万円）となりました。

　セグメント区分別の状況は、次のとおりであります。

（電気・電子）

　タングステン・モリブデン製品は、モリブデン製品の電子レンジ用部品の中国市場低迷による販売減により、売

上高は1,178百万円（前年同四半期　1,242百万円）となりました。

　合金及び電気・電子部品は、光通信用製品は概ね堅調に推移しましたが、ホーン電極用やダーツ用製品販売の減

少により、売上高は398百万円（前年同四半期　406百万円）となりました。

　その他製品においては、自動車用部品販売は顧客の在庫調整も終わり増加していますが、製品屑販売等の減少に

より、売上高は572百万円（前年同四半期　573百万円）となりました。

　この結果、電気・電子合計の売上高は2,149百万円（前年同四半期　2,222百万円）となりましたが、営業利益は

原価低減活動の効果により19百万円（前年同四半期　営業損失33百万円）となりました。

（超硬合金）

　超硬合金は、鉱山土木用工具の販売が堅調に推移し、売上高は356百万円（前年同四半期　321百万円）となり、

営業利益は22百万円（前年同四半期　７百万円）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

（流動資産）

　当第３四半期会計期間末における流動資産は2,689百万円（前事業年度末　2,504百万円）となり、185百万円増

加しました。主たる要因は、受取手形及び売掛金107百万円の増加及びたな卸資産70百万円の増加によるものであ

ります。

（固定資産）

　当第３四半期会計期間末における固定資産は1,814百万円（前事業年度末　1,687百万円）となり、127百万円増

加しました。主たる要因は、有形固定資産31百万円の増加及び投資有価証券104百万円の増加によるものでありま

す。

（流動負債）

　当第３四半期会計期間末における流動負債は1,326百万円（前事業年度末　1,204百万円）となり、121百万円増

加しました。主たる要因は、電子記録債務289百万円の増加及び支払手形及び買掛金168百万円の減少によるもので

あります。
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（固定負債）

　当第３四半期会計期間末における固定負債は1,048百万円（前事業年度末　1,001百万円）となり、47百万円増加

しました。主たる要因は長期借入金77百万円の増加及び退職給付引当金55百万円の減少によるものであります。

（純資産）

　当第３四半期会計期間末における純資産は2,129百万円（前事業年度末　1,985百万円）となり、143百万円増加

しました。主たる要因は、評価・換算差額等74百万円の増加及び四半期純利益68百万円によるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期累計期間の研究開発費の総額は44百万円であります。

なお、当第３四半期累計期間において当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 48,000,000

計 48,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 23,380,012 23,380,012
東京証券取引所
 (市場第二部)

単元株式数は1,000株でありま
す。

計 23,380,012 23,380,012 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式
総数増減数

発行済株式
総数残高

資本金増減額 資本金残高
資本準備金
増減額

資本準備金
残高

(千株) (千株) (千円) (千円) (千円) (千円)

平成28年10月１日～
平成28年12月31日

― 23,380 ― 2,531,828 ― ―
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することが

できませんので、直前の基準日である平成28年９月30日の株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成28年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 184,000
 

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

23,024,000 23,024
同上

単元未満株式
 

普通株式 172,012
 

― 同上

発行済株式総数 23,380,012 ― ―

総株主の議決権 ― 23,024 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、3,000株(議決権３個)含まれてお

ります。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式392株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成28年12月31日現在

所有者の氏名
  又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)      

東邦金属株式会社
大阪市中央区備後町二丁目
４番９号

184,000 ― 184,000 0.79

計 ― 184,000 ― 184,000 0.79
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

東邦金属株式会社(E01401)

四半期報告書

 6/15



第４ 【経理の状況】

 

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成28年10月１日から平成28年

12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成28年４月１日から平成28年12月31日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 303,180 309,346

  受取手形及び売掛金 1,126,522 ※1  1,234,458

  商品及び製品 122,682 145,688

  仕掛品 621,552 661,494

  原材料及び貯蔵品 306,752 314,237

  その他 33,837 36,413

  貸倒引当金 △9,918 △11,784

  流動資産合計 2,504,610 2,689,855

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 782,785 782,785

   その他（純額） 352,319 383,449

   有形固定資産合計 1,135,104 1,166,234

  無形固定資産 26,607 24,240

  投資その他の資産   

   投資有価証券 389,181 494,134

   その他 148,327 135,998

   貸倒引当金 △12,050 △6,417

   投資その他の資産合計 525,459 623,715

  固定資産合計 1,687,171 1,814,191

 資産合計 4,191,782 4,504,046

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 301,851 ※1  133,760

  電子記録債務 67,930 357,854

  短期借入金 622,552 630,052

  未払法人税等 12,247 11,717

  賞与引当金 46,846 29,215

  その他 153,378 163,530

  流動負債合計 1,204,806 1,326,131

 固定負債   

  長期借入金 525,689 603,150

  退職給付引当金 295,245 239,674

  役員退職慰労引当金 61,165 64,390

  環境対策引当金 15,701 15,701

  その他 103,540 125,940

  固定負債合計 1,001,341 1,048,856

 負債合計 2,206,148 2,374,988
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成28年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,531,828 2,531,828

  資本剰余金 237,794 237,794

  利益剰余金 △939,013 △870,260

  自己株式 △26,546 △26,652

  株主資本合計 1,804,063 1,872,710

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 181,570 256,348

  評価・換算差額等合計 181,570 256,348

 純資産合計 1,985,633 2,129,058

負債純資産合計 4,191,782 4,504,046
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 2,543,558 2,505,479

売上原価 2,179,130 2,081,144

売上総利益 364,427 424,335

販売費及び一般管理費   

 従業員給料及び手当 150,230 136,089

 賞与引当金繰入額 6,592 6,140

 役員退職慰労引当金繰入額 8,425 10,325

 退職給付費用 14,311 11,229

 減価償却費 15,827 15,483

 貸倒引当金繰入額 △1,387 1,814

 その他の一般管理費 196,536 201,268

 販売費及び一般管理費合計 390,536 382,351

営業利益又は営業損失（△） △26,108 41,983

営業外収益   

 受取利息及び配当金 13,162 12,585

 為替差益 4,043 4,277

 その他 1,534 1,678

 営業外収益合計 18,739 18,542

営業外費用   

 支払利息 11,862 10,463

 その他 1,023 1,979

 営業外費用合計 12,886 12,442

経常利益又は経常損失（△） △20,255 48,083

特別利益   

 退職給付制度終了益 - 25,959

 投資有価証券売却益 14,993 -

 特別利益合計 14,993 25,959

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △5,261 74,042

法人税、住民税及び事業税 5,405 5,405

法人税等調整額 △139 △114

法人税等合計 5,265 5,290

四半期純利益又は四半期純損失（△） △10,527 68,752
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

（会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　この変更による、財務諸表に与える影響は軽微であります。
 

 

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

（追加情報）

当第３四半期累計期間
（自平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

（確定拠出年金制度への移行）

　当社は、平成28年６月１日に確定給付型の退職給付制度の一部について確定拠出年金制度へ移行し、「退職給

付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）を適用しております。本移行に伴う退職

給付債務の減少による25,959千円の特別利益を当第３四半期累計期間に計上いたしました。

 

（厚生年金基金の解散について）

　当社が加入する「日本工作機械関連工業厚生年金基金」は、平成28年８月24日開催の代議員会において、基金

解散認可申請を行うことを決議いたしました。また、厚生労働大臣への解散申請手続きを行い、平成28年11月１

日付で認可を受けました。

　なお、同基金の解散に伴う費用は発生しない見込みであります。
 

 

(四半期貸借対照表関係)

※１　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しております。な

お、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が、四半期会計

期間末残高から除かれております。

 

前事業年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成28年12月31日)

受取手形 ― 千円 11,981千円

支払手形 ― 千円 3,233千円

設備関係支払手形 ― 千円 6,765千円
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

前第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

減価償却費 　　75,220千円 　82,777千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１　配当金支払額

　　　該当事項はありません。
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２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

　もの

　　　該当事項はありません。

 

当第３四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１　配当金支払額

　　　該当事項はありません。

 

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

　もの

　　　該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント 調整額
四半期損益
計算書計上額

電気・電子 超硬合金 計 （注）１ （注）２

売上高      

  外部顧客への売上高 2,222,521 321,036 2,543,558 ― 2,543,558

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― 11 11 △11 ―

計 2,222,521 321,047 2,543,569 △11 2,543,558

セグメント利益又は損失（△） △33,431 7,322 △26,108 ― △26,108
 

(注) １　調整額は、セグメント間取引消去によるものです。

　　 ２　セグメント利益又は損失（△）は四半期損益計算書の営業損失であります。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント 調整額
四半期損益
計算書計上額

電気・電子 超硬合金 計 （注）１ （注）２

売上高      

  外部顧客への売上高 2,149,397 356,081 2,505,479 ― 2,505,479

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― 373 373 △373 ―

計 2,149,397 356,455 2,505,853 △373 2,505,479

セグメント利益 19,746 22,236 41,983 ― 41,983
 

(注) １　調整額は、セグメント間取引消去によるものです。

　　 ２　セグメント利益は四半期損益計算書の営業利益であります。
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(１株当たり情報)

1 株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

項目
前第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額
（△）(円)

△0.45 2.96

（算定上の基礎）   

　四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）(千円) △10,527 68,752

　普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

　普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失金額
（△）(千円)

△10,527 68,752

　普通株式の期中平均株式数(株) 23,197,511 23,195,893
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第３四半期累計期間においては潜在株式がないた

め、また、１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。当第３四半期累計期間においては潜

在株式がないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年２月14日

東邦金属株式会社

取締役会  御中

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　石　田　博　信　　印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　上　田　美　穂　　印

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東邦金属株式会

社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの第67期事業年度の第３四半期会計期間(平成28年10月１日から平成28

年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成28年４月１日から平成28年12月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、東邦金属株式会社の平成28年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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